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GPAM， GPD そしてGPI 

小樽商科大学 名誉教授 小笠原 春彦 

 

1．GPAM (Gaussian probability absolute moment) 

2021年運よく次の論文が学術誌に出版された 

Ogasawara, H. (2021). A non-recursive formula 

for various moments of the multivariate normal 

distribution with sectional truncation． Journal 

of Multivariate Analysis (JMVA) (online 

published)． https://doi．org/10．1016/j．jmva．

2021．104729． 

この論文は色々な切断分布の正規下でのモー

メントを求めることを目的として書いた．しばら

くして当時カナダのマギル大学数学統計学部のポ

スドクで飛ぶ鳥も落とす勢いで活躍していた

Frédéric Ouimet (Quimet ではない)から連絡を

受けた．どうやら当論文の切断のない場合がそれ

まで得られていなかった任意の変量数の GPAM 

(Gaussian probability absolute moment)の一般

解になっていることを知らせてきたようだった． 

それまで 2 変量の一般解は Nabeya (1951， 

AISM)により得られていた．Ouimet は両者の結

果は異なるようでどちらかが誤っているといった．

論文では実験値との比較も行っていたので同一で

あることに自信があった．typos がいくらかあっ

たことを詫びて両者の同一性を説明した． 

当方はその一般解には特段関心がなかったの

で「やった」という感じはなかった．その後

Ouimet は切断のない場合の証明を “from 

scratch”（最初から）でやってくれないかと頼ん

できた．自分でやれば良いじゃないかと思ったが

やって差し上げた．やっている中でいくつか新し

い 発 見 が あ っ た  (Preprint: July7,2024, 

https://dx.doi.org/10.13140/RG.2.2.33800.64002; 

Preprint (2nd version): September 11, 2024， 

https://dx.doi.org/10.13140/RG.2.2.28026.71361.

)． 

Nabeya (1951) はいまでも歴史的な業績とし

てだけでなく，内容もよく参照される．２変量の

場合よく知られた Gauss の超幾何関数が用いら

れており，美しい結果が得られている．その後

Nabeya (1952,AISM) と Nabeya(1961, 

Biometrika)が３変量以上の特別な場合について

出版されたが，主に三角関数を用いたもので読み

にくいものだった．以後，GPAMの論文は発表さ

れていない．なお，鍋谷 (1978) ，竹内 (1978) と

並ぶものだったという記事を読んだが，当時は知

らなかった．所属していた大学が所蔵していたの

で借り出してみたが，GPAMに関する記述はなく，

寂しい気がした．最近，鍋谷 (2024)が出版された．

世界的な業績が評価されたのであろう．鍋谷さん

は生年がC．R．Raoと同じ1920年で健在であれ

ば105歳程度である． 

さて，やはり飛ぶ鳥を落とす勢いの The 

University of ManchesterのSenior Lecturerの

Robert E. Gauntも拙論文が一般解であることに

気づいたようだった．ただし，引用のなかで複雑

だと言われてしまった．当方の結果は新しい超幾

何関数になってしまう．査読者にはその収束のス

ピードにケチをつける人もいたが実際にはよく収

束した．切断がある場合は各項に１未満の重みが

付くのでより速い収束があるようだった． 
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2．GPD(Gaussian product density)と GPI (Gaussian 

product，inequality) 

GPDの結果は次に発表した． 

Ogasawara, H. (2023)．The product distribution 

of more-than-two correlated normal variables: A 

didactic review with some new findings (2nd 

version). To appear in Communications in 

Statistics ‐ Theory and Methods ，  DOI: 

10.13140/RG.2.2.10995.71202． 

GPD は正規分布に従う変量の積の確率密度関

数を求める問題である．その歴史は古く，約 100

年前からある．Pearson et al. (1929，p.187) と 

Wishart and Bartlett (1932，Equation (12)) は

第２種ベッセル関数を用いて平均がゼロで相関が

ある２変量のpdfを求めた．同じ条件の下，Craig 

(1936, Equation (17)) は級数表現を得た．これら

は現代では自然科学で用いられることが多いが，

行動計量に関連する興味深い記述が Craig 

(1936) の中に次のような質問を受けたというや

り取りがある: “one from an investigator in 

business statistics and the other from a 

psychologist， concerning the probable error of 

the product of two quantities， each of known 

probable error”．その後の進展は遅く，相関のあ

る２変量で平均がゼロでない場合はようやく最近

になって Cui et al. (2016) により得られた．

Ogasawara (2024) は次の論文で ３変量以上に

ついてGPDを得た． 

Ogasawara (2024). A didactic historical 

review of the distributions using the Bessel 

function: Some extensions with unification． 

Preprint available at 

https://dx.doi.org/10.13140/RG.2.2.29305．

65123. Behaviormetrika (online published)． 

GPI (Gaussian product inequality) はGPAM

の間の関係の一つである．1990年代に問題が提起

され始め，現在では次の不等式が提起されている． 

 

 1 1
E (| | ) E(| | ), (0,1, 2,...),0 , 1,..., )i i
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= =
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(Li ＆ Wei, 2012, Equation (4．1))．これは

conjecture(予想)でまだ特別な場合を除いて，一般

的な証明は得られていない．Ogasawara (2024， 

November, 10, https://dx．doi．org/10．13140/RG．

2.2.31369.45924)は前述の GPAM 論文の結果を

用いてその証明の一部を追加した． 

 

3．虎の威を借る狐論 

前述の飛ぶ鳥を落とす勢いのFrédéric Ouimet

は多くの論文（下記参照）で学位論文の指導教員

であった Christian Genest を第一著者としてい

る．内容からしてこれらはOuimetが実質的に得

たものであることはよくわかる．Christian 

Genest は Journal of Multivariate Analysis 

(JMVA) のEditor を 2015-2019 まで勤めた大御

所である．この期間中小笠原は数編の論文を

JMVAに投稿したがすべて rejectされた．それ以

前のde Leeuwの時はそこそこ採択されていた．

その後，von RosenがEditorになってから回復し

た． 

https://www.researchgate.net/scientific-

contributions/Christian-Genest-

3218282?_tp=eyJjb250ZXh0Ijp7ImZpcnN0UG

FnZSI6ImhvbWUiLCJwYWdlIjoic2VhcmNoIi

wicG9zaXRpb24iOiJwYWdlSGVhZGVyIn19 

 

このようなやり方は下記の文献等で柳井晴夫

先生も採用してきた． 

 

竹内啓， 柳井晴夫 (1972)多変量解析の基礎－

線形空間への射影による方法， 東洋経済新報

社. 

K. Takeuchi, H. Yanai, B. N. Mukherjee 

(1982): New York, Wiley． 

C. R. Rao ＆  H．Yanai (1979). General 

definition and decomposition of projectors 

and some applications to statistical 

problems． Journal of Statistical Planning 

and Inference， 3， 1-17． 

C. R. Rao ＆ H. Yanai (1985). Generalized 

inverse of linear transformations: A 

geometric approach． Linear Algebra and 

its Applications， 66， 87-98． 

このうち竹内， 柳井 (1972)は柳井先生の博士

論文に基づくものである．この文献は小笠原が学
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部学生の3・4年のころ購入し今でも持っている．

その前に学部の控室でタイプ印刷の柳井先生の博

士論文に対応する単著を見たことがあった． 

のちに Rao & Yanai について柳井先生は小笠

原にRaoは内容を削ってしまうとこぼした．柳井

先生の場合は大先生が大大先生の威を借る狐だっ

たと思う．岩崎学さんも以前，当学会の広報誌で

似た指摘をしていた．やはり文献の中心として内

容を得た人が筆頭であるべきだと思います． 

なお，引用文献で書誌情報がないものは次のサ

イトの関連論文で得ることができる． 

https://www.otaru-uc.ac.jp/~emt-hogasa/ 

https://www.researchgate．

net/profile/Haruhiko-Ogasawara 

https://researchmap.jp/hogasa  

 

小笠原 春彦 

（おがさわら はるひこ） 

小樽商科大学 名誉教授 

1952年生，1974年東京大学教育

学部教育心理学科卒業，同年日本

国有鉄道（国鉄）入社，国鉄鉄道

労働科学研究所を経て 1987 年国鉄の民営分割後は財

団法人鉄道総合技術研究所及び JR 東日本安全研究所

で引き続き適性検査の研究開発に従事する．1995年小

樽商科大学商学部社会情報学科教授，統計科学を担当

する．2017 年退職，その後同大学客員研究員を 2023

年まで勤める． 

1991年日本行動計量学会優秀賞 

2000年日本心理学会研究奨励賞 

2015年日本行動計量学会林知己夫賞（功績賞） 

2017年日本計算機統計学，優秀賞 

2024年日本行動計量学会，名誉会員， 

博士（学術，1992，東京工業大学），博士(教育情

報学, 2014, 東北大学)  

1994 年 5 月 -現在 日本行動計量学会， 

Behaviormetrika誌編集委員(Associate Editor) 

2007 年 7 月-2018 年 12 月 Psychometrika 誌， 

Associate Editor 

2019 年 1 月-現在 Journal of Multivariate 

Analysis (JMVA)誌,   Associate Editor 

 

日本行動計量学会第53回大会のお知らせ 

（第三報） 

大会実行委員長 小杉考司（専修大学） 

 

前号でもお知らせしましたように，第 53 回大

会を下記日程で開催いたします． 

日時：2025年8月29日(金)～9月1日(月) 

場所：専修大学生田キャンパス 

〒214-8580 神奈川県川崎市多摩区東三田2-1-1 

 

大会とチュートリアルセミナー参加，また特別

セッションと一般研究発表等の申込を受け付けて

おります． 

大会初日の午後に開かれますチュートリアル

セミナーは，清水 優菜(国士舘大学 文学部 教育

学科 講師)先生による「JASP によるデータ分析

入門」と，馬場 真哉(Logics of Blue・帝京大学経

済学部)先生による「線形モデルの理論と R を用

いた分析事例」を予定しております．初級から中

級者向けの内容で2コース用意いたしましたので，

ぜひご参加ください． 

 

また本大会では，若手研究者の研究活動を奨励

し，学会大会の活性化を図るために，第 53 回大

会若手研究者発表賞を設けることといたしました．

本賞へのエントリー資格は，日本行動計量学会の

準会員（発表時までに入会が完了しているか，ま

たは入会申請中であること）とします．希望者は

発表申込時に「若手研究者発表賞へのエントリー」

の項目にチェックを入れてください．エントリー

された方は自動的に審査対象となります．発表賞

にエントリーされた方は，大会プログラム内の「若

手研究者特別セッション（ECR特別セッション）」

にて口頭発表を行っていただきます．エントリー

申込者数が多数（12件超）の場合は，提出された

抄録原稿を用いて事前審査を実施いたします．事

前審査の結果，特別セッションでの発表対象とな

らなかった場合でも，通常の一般発表セッション

にて発表いただけますので，ご安心ください．若

手研究者の皆様の積極的なご応募をお待ちしてお

ります． 
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会員の皆様には積極的なご参加を賜りますよ

う，改めてお願い申し上げます． 

 

各種日程(予定) 

6/12（木）特別セッション・一般研究発表申込

締切 

6/16（月）抄録原稿・著作権譲渡書類提出締切 

7月中旬 速報版プログラムのウェブ公開 

8/1（金） 早期参加申込期間終了 

8/2（土） 大会参加通常申込開始 

（クレジットカード決済のみ） 

8/29（金）～9/1（月） 第53回大会開催 

 

大会Webページ 

https://conference.wdc-jp.com/bms/2025/ 

 

問い合わせ先 

日本行動計量学会第53回大会実行委員会 

E-mail:bms.conference2025@gmail.com 

 

 

日本行動計量学会 

2024年度第3回理事会議事録 

日時：2024年11月18日（月）10:00～11:10 

場所：オンラインによる開催 

議事進行：狩野裕理事長 

理事出席者： 

植野真臣，大森拓哉，岡太彬訓， 

岡田謙介，尾崎幸謙，狩野裕， 

菊地賢一，小杉考司，椎名久美子， 

鈴木讓，鈴木督久，竹村和久， 

橋本貴充(書記)，前田忠彦，松本渉， 

山岡和枝，山田剛史，横山暁 

 (19名)，委任状5名 

監事出席者：岩崎学，村上隆 

 

資料 

1． 議事録案 

1-1． 2024年度第2回理事会議事録案 

1-2． 2024年度総会議事録案 

2． 準会員の会員資格確認について 

3． 和文誌編集委員会報告 

4． 欧文誌編集委員会報告 

5． 研究部会規約 

6． 柳井レクチャー委員会理事会資料 

7． 入退会リスト 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 20 名（理事

出席 15 名，委任状 5 名）であり，理事会が成立

していることが確認された． 

 

1． 議事録確認 

資料 1-1 にもとづき，2024 年度第 2 回理事

会の議事録が承認された． 

資料1-2にもとづき，2024年度総会の議事録

が承認された． 

2． 第52回大会 

芳賀大会実行委員長より，第 52 回大会に関

わる収支報告は現在準備中であることが報告

された．大会の吉野諒三会員による発表につい

て，前田忠彦会員が代理で発表したことが報告

され，発表が成立しているものとすることが承

認された． 

3． 第53回大会 

小杉大会実行委員長より，第 53 回大会は専

修大学生田キャンパスにて，2025年8月29日

(金)～9月1日(月)の日程で開催されることが報

告された． 

4． 学会賞選考委員長 

学会賞選考委員長を，前川眞一会員に委嘱す

ることが承認された． 

5． 岡太彬訓研究助成 

山田選考委員長の代理として横山事務局長

より，2023 年度の 2 名の助成者から成果報告

書および会計報告書が提出されたことが報告

された．2025年度の岡太彬訓研究助成の募集が

開始されたことが報告され，期限が12月10日

であるため周知が呼びかけられた． 

6． 準会員の資格確認 

横山事務局長より，資料2にもとづき，会員

名簿の作成の連絡に合わせて，準会員の会員資

格の確認を行うことと，資格の確認できない準

会員は 2025 年度から正会員に種別変更するこ

とが提案され，承認された． 

 7． 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

岡田和文誌編集委員長より，資料3にもとづ

き，現在の投稿状況および審査状況について報

告があった．第 50 巻 2 号は年内に発刊予定で
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あることが報告された．和文誌において故吉野

諒三理事の追悼企画を行うことが提案され承

認された．植野欧文誌編集委員長の代理として

橋本理事より，資料4にもとづき，Online First

掲載論文の数および現在の審査状況について

報告があった． 

・運営委員会 

小杉委員長より，11月9日(土)～10日(日)に

2024 秋の行動計量セミナーが開催されたこと

が報告された．2025 年 3 月 28 日(金)～30 日

(日)に東富士リサーチパーク内 TOTO 東富士

研修所にて第 27 回春の合宿セミナーを行うこ

とが報告された．資料5にもとづき，2025年度

の研究部会の募集を 12 月に開始することが報

告された． 

・広報委員会 

鈴木讓委員長より，会報第182号が発行され

たこと，および第 183号が 12月 1日に発行さ

れる予定であることが報告された．第183号に

故吉野諒三理事を追悼する文章が掲載される

ことが報告された． 

・大会担当委員会 

大森委員長より，第 54 回大会の開催の立候

補が呼びかけられた． 

・柳井レクチャー委員会 

岡太委員長より，資料6にもとづき，「柳井

レクチャー」実施要領(申し合わせ)の，開始10

年後にその存続を含め理事会にて議論するこ

とを規定した第7条にもとづいて柳井レクチャ

ー委員会で議論した結果として，第7条を削除

し，柳井レクチャーの特別会計に通常会計から

の繰り入れを妨げないものとする第 10 条を追

加することが提案され，承認された． 

・学会創立50周年記念事業委員会 

狩野委員長より，学会創立 35 周年記念誌に

ならい，学会創立 50 周年記念誌の編纂を進め

ていることが報告された． 

・統計関連学会連合 

狩野担当理事より，次年度の連合大会の委員

について，プログラム委員は継続して上阪彩香

会員に，運営委員は土田潤会員にそれぞれ委嘱

する提案があり，承認された． 

・事務局 

横山事務局長より，資料7にもとづき，入会，

退会，種別変更の申請が報告された．会費滞納

により退会扱いとなっていた再入会申請者に

ついては，滞納した会費を納めた場合には再入

会を認めることとなった．それ以外の入会，退

会，種別変更は全て承認された．会費の長期滞

納者の退会処分を行う基準と間隔について，組

織検討委員会で議論することとなった． 

 8． その他 

・故吉野諒三理事が電子媒体に保管していた記録

について，資料アーカイブス委員会で議論する

こととなった． 

・次回理事会は 2025 年 2 月にオンラインにて開

催される予定である． 

以上 

 

「第27回春の合宿セミナー」開催報告 

実行委員長 清水裕士 

2025年3月28日から30日に，第27回春の

合宿セミナーを合宿＋対面講義およびリアルタイ

ム配信を伴う，オンラインはハイブリッド形式で

行いました． 

テーマは「テスト理論」で，大学入試センタ

ーの荘島宏二郎先生と専修大学の小杉考司先生に

ご講義いただきました．荘島先生がテスト理論の

理論編を，小杉先生がRを用いた実践編をそれ

ぞれご担当いただき，数学的な理解だけでなく実

践的な理解にもつながる，とても充実した3日

間でした．講義後の感想からも，理論のあとすぐ

に実践編があることが多くの参加者の理解につな

がったことがわかりました． 

開催場所は今年度もTOTOの東富士研修所で

行いました．今年は天気があまりよくなく，富士

山を見ることが叶いませんでしたが，自然に囲ま

れた静かな環境で勉強に集中することができると

てもいい機会になったのではないかと思います．

講義後の懇親会も大いに盛り上がり，大学教員や

院生，そして企業で働いている方々がさまざまな

情報交換ができる場となりました． 

今年度もオンラインで参加されている方が多

数おられました．オンライン参加の方からの質問

もたくさんあり，議論も盛り上がりました．対面

とオンラインのハイブリッド開催は，実行委員の

先生方の準備や当日の対応のおかげでかなりスム

ーズに運用できたのではないかと思います．ま
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た，講師の先生方のスケジュール通りの進行のお

かげでもあります．講師の先生方，そして実行委

員の先生方もありがとうございました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対面会場の様子 

 

「第２7回春の合宿セミナー」参加者の感想 

 

島田 大祐（東京都立大学人文社会学部） 

今回のセミナーでは，荘島先生および小杉先

生よりテスト理論に関するご講義を賜り，誠に貴

重な学びの機会となりました．お二方のご講義を

通じて，統計的手法の開発にあたって，それを実

際に利用する方々の利益を真摯に考慮する姿勢の

重要性をあらためて痛感いたしました．私は現

在，テスト理論に関する研究に従事しております

が，測定ツールの数理的な性質に重きを置くあま

り，最終的な利用者への配慮が不足していたと反

省いたしました．exametrikaをご自身で開発な

さっていることからも明らかなように，先生方は

ツールを開発するのみならず，それを現場で活用

できるようにすることの重要性を強く意識されて

おり，そのご姿勢には大いに学ばされました． 

また，本セミナーでは先生方のご研究姿勢に

加え，潜在ランク理論やバイクラスタリングとい

った，私にとって新たな手法に触れる貴重な機会

ともなりました．前者については，順序的な潜在

変数の活用は選抜的試験への応用において有用で

あると感じました．後者については，受験者と項

目の両面から同時にクラスタリングを行うという

発想が非常に興味深く，新たな視点を得ることが

できました． 

最後になりますが，本セミナーの開催にあた

り多大なるご尽力を賜りました荘島先生，小杉先

生，並びに実行委員会の皆様に，心より御礼申し

上げます．本セミナーで得た学びを今後の研究活

動に活かしてまいりたいと存じます．誠にありが

とうございました． 

 

山田 怜生（名古屋大学） 

今回の合宿セミナーでは，荘島先生からテス

ト理論の基礎や潜在ランク理論，バイクラスタリ

ングなど，多岐にわたる内容を分かりやすく教え

ていただきました．また，小杉先生から，Rの

exametrikaパッケージを用いた実践について丁

寧に教えていただきました．理論に関する講義と

実践演習を交互に実施する形式によって，手法へ

の理解が一層深まり，これらの手法をより自身の

研究に取り入れやすくなったように思います．特

に，潜在ランク理論やバイクラスタリングについ

ては，ぜひ自身の研究にも取り入れたいと感じま

した． 

今回のセミナーの中で，一番強く感銘を受け

たのは，荘島先生が常にテスト受験者のことを大

切にされていた点です．例えば，「測定の観点か

らは少ない項目数で良くても，3年間の努力が

10～20項目で終わってしまうよりは，それに見

合う問題数を設定する方が良い」というお話や，

フィードバックの重要性のお話については，分析

者ではなく，テストを受ける子どものことを第一

に考えておられるからこそのお話だと感じまし

た．私の専門は社会心理学ですが，こうした「テ

スト（調査）を受ける側のことを考える」という

視点は，学ぶところが多いように感じます．統計

分析や手法の解説だけでなく，荘島先生のこうし

た理念を伺うことができたことも，自身にとって

の大きな学びとなりました． 

末筆ながら，講師の荘島先生，小杉先生と，

実行委員の先生方に心より感謝申し上げます． 
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座談会 

岡太彬訓研究助成受賞者 

小林美月さんを囲んで 

 

（本稿は、2025年4月9日に開催されたオンライ 

ン座談会の発言をもとに構成されています．） 

出席者： 

山田 剛史（横浜市立大学・選考委員長） 

小林 美月（専修大学大学院・受賞者） 

鈴木 譲（大阪大学・広報委員会／司会） 

鈴木： こんにちは．広報委員，大阪大学の鈴木

です．本日は，岡太彬訓研究助成の受賞

者である小林美月さんをお迎えし，選考

委員長の山田剛史先生にもご参加いただ

いて，座談会を行いたいと思います．ど

うぞよろしくお願いいたします． 

小林： こんにちは．よろしくお願いいたします 

山田： こんにちは．よろしくお願いします． 

鈴木： では早速ですが，今回初の試みとしてこ

のような座談会を設けさせていただきま

した．いろいろ試行錯誤もあるかと思い

ますが，どうぞご容赦ください．それで

は，まず山田先生から「岡太彬訓研究助

成」についてご説明いただけますか． 

山田：  岡太彬訓元理事長からのご寄付を原資

として「岡太彬訓研究助成」が創設さ

れ，今回が第4回になります．日本行動

計量学会に多大な貢献をされた岡太彬訓

先生の発案により設けられた助成制度

で，特に若手や女性研究者を支援するこ

とを目的としています．受賞者には学会

での発表や，可能であれば成果を論文と

して投稿してもらうことが期待されてい

ます．選考基準としては以下の三点が挙

げられます． 

1. 学術的な重要性 

（新規性・オリジナリティ） 

2. 研究方法の妥当性 

3. 研究遂行能力 

加えて，岡太先生の意向により，女性

や若手研究者を積極的に支援したいとい

う趣旨も選考の際に意識しています． 

鈴木： 年齢に関して，制限などはあるのでしょ

うか？ 

山田： 明文化された年齢制限はありません．た

だし，博士課程在籍中など，ポストにつ

いていない若手が選ばれる傾向がありま

す．選考委員間でもそうした共通認識は

ありますね． 

鈴木： ありがとうございます．では今回，受賞

された小林美月さんの研究についてご紹

介いただけますか？ 

山田： 小林さんの研究テーマは「自然言語処理

を用いた複合的感情の定量化手法の開

発」です．先行研究では，Latent 

Semantic Scaling（LSS）という一次元

的な評価手法が提案されていましたが，

小林さんはこれを多次元に拡張しようと

されています． 

一次元的な評価ではポジティブ／ネガ

ティブのような単一軸で感情を測るのが

限界ですが，多次元化することで，より

多面的かつ現実的な感情の測定が可能に

なります．先行研究のレビューもしっか

りなされており，自然な形での拡張が提

案されている点が評価されました． 

鈴木： 小林さん，この度は受賞おめでとうござ

います．ご自身の研究について，一般の

方にも分かりやすくご説明いただけます

か？ 

小林： ありがとうございます．私は学部から修

士１年にかけてLSSという手法を使って

テキストに含まれる感情を定量化する研

究を行ってきました．LSS とは，単語埋

め込み技術を用いて，分析者が任意に指

定したシード語と呼ばれる尺度の基準と

なる単語と，⽂書に含まれる各単語のコ

サイン類似度を計算し，それを単語の出

現頻度で重みづけて足し上げることで，

⽂書を⼀次元尺度上に位置づける手法で

す． 

今後の研究では，この一次元評価を二
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次元に拡張することで，より多面的な感

情の測定を目指しています．例えば，「友

⼈の成功を心から喜ぶ⼀⽅で，⾃分が取

り残されたような寂しさを覚える状況」

のような感情は，「喜び」や「悲しみ」な

ど，単⼀のカテゴリに分類される感情分

析では⼗分に捉えることが難しいです．

こうした感情を捉えるには，多次元的に

評価できる手法が有効だと考えていま

す． 

鈴木： すでに学会発表などもされていますか？ 

小林： はい．修士1年のときに，日本心理学会

および行動計量学会で発表いたしまし

た． 

鈴木： 将来の進路については，博士課程への進

学も検討されていたのですよね？ 

小林： はい．当初は博士課程への進学を希望し

ていましたが，さまざまな先生方とお話

をしていく中で，自分の将来について見

直し，現在は就職の道に進もうと決めま

した．ただ，データ分析に関わる仕事に

は引き続き関心があります． 

鈴木： そうですか．就職の目処もすでについて

いるのですね． 

小林： はい．一応，就職の方向で話が進んでお

ります． 

鈴木： それはおめでとうございます．今後も学

会発表などは予定されていますか？ 

小林： はい．今年の夏には，アメリカで開催さ

れる IMPS（国際心理測定学会）にも参

加予定です． 

鈴木： それは素晴らしい．国際学会では英語で

の発表が求められると思いますが，不安

もありますよね． 

小林： そうですね．やはり質疑応答の部分は特

に緊張します． 

鈴木： そうですよね．用意された発表よりも，

突然の質問の方が難しい．よく分かりま

す．それでは最後に，山田先生から小林

さんへのメッセージをお願いできます

か？ 

山田： 小林さんには今回の岡太研究助成を有効

に活用して頂いて，素晴らしい研究成果

を期待しています．行動計量学会での発

表もよろしくお願いします．小林さんの

ような若い段階で意欲的に研究に取り組

まれる方が助成を受けることで，他の若

手にもよい刺激になると思います．将

来，アカデミックなポストに就かれる際

にも，この受賞歴は大きな実績になるで

しょう．今後も多くの若手に応募しても

らえると嬉しいです．  

鈴木： それでは本日はこれで終了とさせていた

だきます．ご多用の中，ありがとうござ

いました．後日，発言内容を整理した原

稿をお送りしますので，ご確認くださ

い．本日はどうもありがとうございまし

た． 

山田・小林： ありがとうございました． 
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運営委員会より 

運営委員会委員長 小杉考司(専修大学) 
 

1．2024年活動報告 

2024年度は，会員の皆様のご協力のもと，秋

のオンラインセミナーと春の合宿セミナーを開催

させていただきました． 

特に，春の合宿セミナーは多くの方にご参加

いただき，大変実りあるものとなりました． 

合宿セミナーでは「テスト理論」をテーマ

に，大学入試センターの荘島宏二郎先生と私，専

修大学の小杉が講師として登壇し，理論から実践

までを幅広く学ぶ機会を設けました．対面とオン

ラインのハイブリッド形式で開催したことによ

り，遠方からも多くの方にご参加いただくことが

できました．参加者からは「最新の研究動向が把

握できた」「実践的な分析手法が学べた」など，

高い評価をいただいております．詳しくは，開催

報告の方をご覧ください． 

 

2． 2025年度 活動計画 

行動計量学会運営委員会では，2025年度も会

員の皆様にとって有意義な活動を計画しておりま

す．以下に主な活動予定をご案内いたします． 

 

○若手対象イベント 

このたび，若手研究者育成の一環として，学

会員向け無料セミナーを新たに企画いたしまし

た．主に準会員・ECR（Early Career 

Researcher）の方々を対象に，研究の基盤とな

る内容を扱います． 

初回となる今年度は，以下の内容で開催いた

します： 

 

日時：2025年8月8日(金)〜10日(日) 

場所：関西学院大学梅田キャンパス 

テーマ：線形代数の基礎 

講師：塚村 祐希 氏 

（東京大学 大学院教育学研究科） 

対象：行動計量学会・準会員 

参加費：無料 

 

若手研究者の方々にとって，研究の基礎を固

める貴重な機会となりますので，奮ってご参加く

ださい． 

参加方法や詳細はwebサイト，メールニュー

ス，SNSなどでお知らせいたします．続報をお

待ちください． 

 

○春の合宿セミナー 

例年ご好評いただいております春の合宿セミ

ナーは，今年度も実施予定です． 

例年通り春のセミナーは3月頃の開催を予定

しております．テーマおよび詳細な日程について

は，決定次第お知らせいたします． 

 

○研究部会 

次の二つの研究部会の継続申請があり，承認

されましたことをご報告いたします． 

「BDA (Bayesian Data Analysis) 研究会」 

「多様な非対称データ解析のための多面的研究と

応用」 

 

研究部会には，研究活動の活性化をはかるた

めに1部会10万円を上限に助成しています．例

年1月末に応募を締め切り，新年度から活動し

ていただきます．学会大会での特別セッション開

催など，積極的な活用をお願いいたします．会員

の皆様のご参加とご協力を心よりお待ちしており

ます． 

 

３． 行動計量シンポジウム企画のお願い 

運営委員会では，従来からある研究発表会

型，討論型のシンポジウムだけでなく，セミナー

型のシンポジウム企画も随時受け付けています．

企画として採用されますと，補助金10万円が支

給されます．下記の情報を記載の上，メールにて

ご応募ください．審査の上，結果をご連絡いたし

ます． 

・シンポジウムのテーマ 

・開催日時 

・開催方法 

・概要 

・予算 

・代表者名 
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・代表者連絡先 

 

メールの宛先はbms_events@kosugitti.netで

す．メールの件名に「シンポジウム企画」とお書

きください．皆様からのご応募をお待ちしており

ます． 

なお，これまでのシンポジウムは学会サイト

(https://bms.gr.jp/event/sympo/)で概要をご覧い

ただけます． 

 

その他，運営委員会で企画・実行してほしい

テーマや内容などありましたら，運営委員会のメ

ールアドレスbms_events@kosugitti.netまでご

連絡ください． 

 

広報委員会より 

広報委員会委員長 

鈴木 讓（大阪大学） 

 

学会Webページの変更・整備・更新 

 本学会理事会からの依頼，本学会会員からの申

請，他学会からの依頼で会員に有益な情報をWeb

ページに掲載，もしくはメールで配信しています

(両方の場合もある)．同時にSNSでの発信も行っ

ています． 

 

メールニュースの配信 

 2025年2月， 3月， 4月のメールニュース(通)

の内訳は以下のようになります． 

 2月 3月 4月 

本学会主

催 

和文誌フ

ァースト

トラック 

連合大会 

B誌特集号

論文募集 

会報記事

募集 

B 誌特集号

論文募集 

会報記事募

集 

連合大会 

公 募 ( 求

人，研究

費) 

1件 1件 3件 

関連学会・ 

イベント 

3件 2件 2件 

計 6件 5件 8件 

学会Facebook/Xをフォローしよう 

X(twitter)では，学会主催行事(大会，シンポジ

ウム，秋・春のセミナーなど)，新着論文(和文，英

文)のタイトルなどを発信しています．  

https://x.com/bms_pr 

2025年2月1日現在，フォロワー数は1084 (3ヶ

月間で63増) です．Facebook (395名がフォロー

中)でも，学会主催行事などについての情報を掲載

しています． 

https://www.facebook.com/BehaviormetricSociety 

「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」を

ぜひともお願い致します． 

 

情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連絡す

る以外に，会員の方々からいただいた公募情報(求

人，研究費など) ，関連学会(イベント他)など，他

の会員に有益な情報を発信しています．広報依頼

の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会員

の著書など」に掲載する書籍の情報がございまし

たら，同じサイトからお申し込みください．その

際に，その書籍の画像ファイルを入力していただ

くことになります． 
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学会からのお知らせ 

欧文誌 Behaviormetrika では，Special Issue 

on "Functional Data Analysis and Kernel 

Methods"と題して，関数データ解析およびカーネ

ルに関する論文を募集しています． 

https://link.springer.com/journal/41237/updates

/27742762 

2025年6月30日が締切になります． 

例えば，下記のような分野が対象となります．

ご投稿，ご周知のほどよろしくおねがいします． 

 

・ Functional regression models and basis 

expansions 

・Kernel methods in FDA (e.g., Reproducing 

Kernel Hilbert Spaces, kernel smoothing) 

・High-dimensional functional data analysis 

・Nonparametric and semiparametric methods 

in functional statistics 

・ Functional principal component analysis 

(FPCA) and its extensions 

・ Functional clustering and classification 

methods 

・Functional graphical models and network 

analysis 

・Applications of FDA and kernel methods in 

machine learning 

・Functional data analysis in longitudinal and 

time-series data 

・Applications in finance, medicine, biology, and 

social sciences 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の著書等 

Jaeyeol Yee, Hiroo Harada, and Masayuki 

Kanai (編)『Social Well-Being, Development, 

and Multiple Modernities in Asia』, Singapore: 

Springer Nature，2024． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大谷信介・盛山和夫（監修）一般社団法人社会調

査協会自治体調査支援委員会 （編）  

大谷信介・山下永子・盛山和夫・後藤範章・浅川

達人・小松洋・吉村治正・杉 野勇・松本渉・岩

永雅也（著）『自治体アンケート調査ハンドブッ

クー企画・ 実施・活用のノウハウー』ミネルヴ

ァ書房，2025年6月刊行予定． 
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Taisuke Fujita, Hidehiro Yamamoto, Youngho 

Cho, Sang-Jin Han, and Yida Zhai (著) 『State, 

Society, and Covid-19 in East Asia』, Routledge, 

2025年3月． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楠見孝（著）『メタフォリカル・マインド： 比喩

的思考の心理学』，有斐閣，2025年3月． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松原望（編著）,山中卓・小船幹生（著）『改訂版

入門確率過程』，東京図書，2025年1月． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿してください．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

Editorial Managerからご投稿ください． 

https://www.editorialmanager.com/bmsj/ 

岡田 謙介 和文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. YY: 論文の開始ページNo． 

 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿ください． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/default.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No．，YY: 論文の開始ページNo．  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964（electronic version） 
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ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2025年4月30日現在） 

正会員       ： 848名 （海外5名含む） 

準会員       ： 74名  

名誉会員      ： 25名  

賛助会員      ： 17社  

シニア会員     ： 31名  

計         ： 995名  

学会誌等寄贈先 ： 4件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせください． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bms-post@as.bunken.co.jp  

Tel．03-6824-9371 Fax．03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

メールアドレスを新規登録，変更，削除（メール

ニュースの配信停止）される場合は，ご自身で，

「会員向けメーリングリスト」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，記載されている指示にしたがい，マ

イページにログインして作業を行ってください．

よろしくお願いします． 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webサイトの「会員のみなさまへ」の「会

報」ページの「最新版」および「バックナンバー」，

「過去のメーリングリスト」ページの「過去のメ

ールニュース」のページにアクセスする際には，

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要とな

ります． 

ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学会

の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bms-post@as.bunken.co.jp  

Tel． 03-6824-9371 Fax． 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された

著書（会報発行日に出版後2年を経過しないも

の）や，会員に関係があると思われるシンポジウ

ム，セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情

報も含む）などの情報を含め，会員の皆様から原

稿を募集しております．「広報依頼の受付」のペ

ージ https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せください．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が

創設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に

会員によって刊行された優れた書籍の著者・訳者

が対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が書籍等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄
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せくださいますようお願いいたします．なお，会

員の方がご自身で出版された書籍についてご連絡

いただく際には，書誌情報とともに（出版社から

入手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備ください． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号186号は9月発行のため，7

月末日まで）にお寄せいただければ，直近号に掲

載することが可能です．それ以降に届いたものに

ついては，内容を判断した上で次号に回さていた

だきますのでよろしくお願い申し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の「広報

依頼の受付」のページよりお問い合わせくださ

い．※記事としての求人情報の掲載および広告の

掲載は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号にご寄稿下さった皆様，ご多忙の中を，あ

りがとうございました．広報委員会では，皆様か

らのエッセイ，ご意見，ご要望など，会報に掲載

すべきと思われる情報をお待ちしております．是

非ご寄稿ください．秋の学会シーズンに備えて皆

様仕込みの時期かと思います．皆様と学会でお会

いするのを楽しみにしております． 

(うえの たけふみ，上野 雄史) 
 

題字：林知己夫 

 

 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当： 

会報小委員会 責任者: 上野 雄史 

石橋 敬介，稲水 伸行，岩間 徳兼，久保 沙

織，玉利 祐樹，鈴木 宏哉，登藤 直弥，福井 

英次郎，藤田 泰昌，袰岩 晶，元山 斉 

  

相談役：尾崎幸謙 

 

 


